
~安全管理のための基本指針~

患者と医療機器の関係のあり方が時代とともに窮ヒし、現在は f患者様の同意のうえでの医療j、f患者様

の人権・プライパシーを最大限に韓重した臨療jが求められている。このような時代潔境において、従来は

秘寵されがちであった毘療事故に、医機機関およひ官蝶に搬つる者は、正面から立ち向かし場搬する努力が

欠かせなる L

室療事赦は、ともすれば樋入の不詮意として姑躍されがちであるが、職場環境の需罷・職務体制の不舗に

よるもの・業務朝棋の来整晴・各部門簡の連携の不備など鶏院全体として取り組むくき隣題も多く含まれる。

このような問題を明確にし、将来の医痩事故紡止につなげるためには、公開性の原問。IJの下、現窓生じている

インシデントをより科判きに分析検討し、今後の罷療体制の整議iこ航Fつける~識がある。

以上のような状況から、病院全体の組織として毘療安全管理委員会を設置し、罷療事樹坊止対策システム

作りを進める中で、患者が安心して受診できる医療の確立金目指さなければならない。

1.限療安全管理規息

持完の紹繰体制の一つに室療安全管理規程が定められている。この規程の中で委員会の設麓・在運妻、

ヲスクマネージャーの任命、およびインシヂント・アクシヂント報告の搬出等について規定され、

員会および創議員はこの内容に基づいて行動しなけれ拭令らなし九 

2.思療安全対策獲の設費


堅療安全管理を組織撰断的に実接するために、 f罷療安全対策集jを設置する。
 

3.専任限療安全管理者の配置

慌療安全管理者は、医療安全iこ謀る必損な機長と資顕在、病境長に付都されて業務を行うものであり、

霞療安全管理委員会の中，凶悦婚浩組う。重要なインシデントやアクシデントのあった現揚にタイム 

Fーに出向き、直ちiこ事故内容の托灘、原型i患求、改善策の立燃を行う。また、医療安全相説窓口を

祖当し、患者からの苦情を始め、病状不安や、検査・手術などに対して決断菌難な場合などの相談に

対即する。 

4.陛療安全管理噂門部会

リスクマネージャー(専任を含む)が、検討・分析を行い、設議善策を医療安全菅理委員会に提言する

下顎轍員会である。特に、集まったインシデント・アクシヂント報告を詳細に擬すし、事故原留を綿

入レベノレから榔完の体制の問贈まで事毘IJ分析を有い、事故内容を整理したうえで職員に公開し次の事

故予際こつながる情報を棲議する。また樹人レベノ同調しては研{~.教膏の掛曹を、結難句な問題

では業務判援の見直しのき搬や、部門関銃轄の確認、など具体的対策を検討し鴎安全管理委員会に

提言する。 

5. リスクマネージャーの配置

リスクマネージャーは、各部警における活餅鎚委員である。所黒部署の職員;こ対して積極的にイン

シデント・アクシデント報告を提出するよう犠きかけるとともに、戦場における盟擦事故の原国ヰ需

題点を洗い出し、法捜安全管理委員金に提言する。また、インシヂント・アクシヂント報告の集計・

分析を元iこ改善策について検討し、罷療安全管理委員会に報告する。結果、臨療安全管種委員会で決

定された内審者組当科長等の指示のもと職員に徹底するよう先頭にたって活動する。 

6.医療安全管理委員会

医療の安全管理・医療事故訪止対策会孝信堂するはあたっての碁幹番員会でまらる。本委員会は続長を

委員長とした郷完全体の委員会であり、医療安全管理専門蔀冶で撫守された諮問題奇病院全体として

検討し、情報の共省化・具体的対策の決定を行う。また、各部内需の漉携の不憶など精鋭全体として

取り組むくきF峨援に支守して検討・調整を摺る場でもある。委員会の結論は各委員が挺当蕎薄に持ち帰



り病詑全体としての敢り組みとなるよう活動しなければならなし、 

7.握療安全菅理マニュアノレの作成

専門割治で検討され、医療安全管理委員会で決定された内容についてまとめたものをマニュアルとし

て術食する。マニュアノレには、説内の各部署で f匙こりやすいエラーと対策Jについてより具体的に

関甑点と改善方法についてまとめる。また、臨療事故発生時の対応、連絡体制・報皆議持成などを、

マニュアルとして義晴た宇る。このマニュアルを各部署に配和し、照知徹惑させるよう努める。 

8.職員の研修 e教育

事樹坊11:の取ち組みを勧める上で職員一人ひとりが安全に対する意識悲痛め、対志能力の向上を留る

ことが重要であり、そのために、職員の教育・等憎が果たす税制は様めて大きい。職議別・各部署到

に滋療事故防止対策に対しての検討あるいは明彦会を諮時行う。また、全織員を対象とした研修会を

行い、毘療事故に対する意識の高揚を留る。 

9. ~芸誌指針の興費iこ関する方掛

(1)本指針誌愚者または家擦が捷覧出来るものとする。

{幻医療安全対策に対する考え方を男知するために本指針を当読本一ムページに掲載し、公開する。


